




「 『暦事明原』成書考」 （上） （下）
注１
を著し、以下の事実を明らかにした。①


















































ても痛感したこ である。そこで、大川は、奎章閣本『暦事明原』をその改訂本 『星暦考原』 以 とりあえず校訂することとし、その成果を、
二五
　　
「奎章閣本『暦事明原』校訂稿」 （一） ︱ （五）
注３
として発表した。 「稿」としたのは、校訂に用いたのが、 『暦事明原』の改訂本であるという限界性を大川自らが認識していたが故である。そして、 後に必ずや別のテキストを発見 、真の校訂を行いたいという願望の意も込めていた。しかし、それ以後、大川自身は『暦事明原』の新しいテキストを発見することはできなかった。二、北京大学図書館蔵『暦事明原』の発見　
大川がこれらの拙論を発表して一〇年ほど経った今から二
年前のこと、当時（二〇一〇年）北海道大学大学院の文学研究科の博士号を取得し、北京外国語大学に留学 いた大野裕司と偶然会う機会があった。大野は、出土した秦漢期 術数文献の研究を進めている研究者であるが そのとき大野より、 「北京大学図書館に『暦事明原』の抄本が蔵されているようだ」
注４
という情報を教示された。 この情報に、 大川は驚き、
「これが本当ならやっと『暦事明原』の校訂が可能になるのではないか」という期待を抱いたが、 当時大川は、 『九章算術』や新たに出土した秦漢期の算術文献の研究に主力をそそいでいたため、北京に自ら赴くことができず、大野 その確認を依頼し 。そしてさらに、本当に奎章閣本や蔵書閣本の『暦事明原』とは別のテキストがあると確認 とっ 上で、そ
複写を依頼した。　
北京大学図書館蔵の『暦事明原』が奎章閣本とは別テキス

































詳撰人） 」とあり、 周永年が『借書園書目』を編纂 時に 、『暦事明原』の作者が何者であるかわかっていなかった。これに対し、 『星暦考原』の四庫提要には「曹振
ママ
圭『暦事明原』 」
とあり、また『星暦考原』の書中に「曹震圭謂」の句が頻見せられるので、 四庫提要 者 『暦事明原の作者が曹震圭 あることがわかっていた。　
北京大学本『暦事明原』は奎章閣本と異なり、巻頭に「司












































ない。さらにもう一つが、恐らくは『借書園書目』であったろう。続いて、この乾隆帝の下問に応える形で、恐らく、二つの書目に載る相当数 書が四庫全書館に献上されたも と考えられる。献書した書が実際に「一千余部」もあったのか否かは今は知りうべくもない 。　
趙威維氏の研究によれば、周永年の四庫全書館への献書は
二回ある。一は、周氏が四庫全書館 入る前に、山東巡撫を通して献書したもの。次は、 に った後 直接献書したもので 後者の方が 『郷園憶旧 に記載されている乾隆帝 要請に答えての献書である。　
そのときに『借書園書目』中より献書された書については、
趙威維氏が、文淵閣『四庫全書総目』中に著録される「編修周永年家蔵本」 という記載から三十三種 書を確定し いる。この三十三種の書中 今伝わる『借書園書目』に著録されているものは、四種のみで、他の廿九種は著録されていない。　
このことはなにを物語るであろうか。これは、乾隆帝に見
せた『借書園書目』 中の書で献上を要求せられ、実際に献上した書は、借書園にはなくなってしまった。また、それらの書はその後『郷園憶旧録』に記載される事情によって 借書園に返還されることはなかった。 よ 、 後に 『借書園 目』







































れば、 『星暦考原』の もその書の内容も目睹したに違いない。そして、それにより、 『暦事明原』の著者が曹震圭であることに気付いたのであろう。しかし、そ 時には『借書園書目』は別人に抄録され流伝 てしまっていた。その記述を変えるべくもなかった。　
彼は、借書園に保存されていた『暦事明原』の内に「曹震

























































































































 ） このように、 極めて多くの俗字が用いられてい ことは、清朝の大学者であった周永年の籍書園において、もともと正字で書かれていたのをわざわざそ ような俗字で書写することは考えにく ので、籍 園が書写した元のテキストが多くの俗字を用いて かれていたものであったと推測される。
（三
















































































































奎 「辛者新也。味不美也。 ・ ・ ・ 終不如故 其味不勝。故曰辛」 。
　

























































































 「故萬物伏蔵。悉歸於土。得十月之坤之歸魂。易曰 致役乎坤也」 。
　
北























































































































































































































































奎「曽門経曰。…金剛火強 各守其 木落水流趣末」 。
　
北
 「曽門経曰。 …金剛火強。 各守其方。 木落帰根 水流趣末」 。
　　
















































































































































 「廣聖暦曰、 …午年在寅。 未年在卯。 申年在寅。 酉年在亥」 。
　　
（






















































































殺起於絶。 災殺起於尅。 言在相尅之位」 。
　　
（








































































































































 「暦例曰。太歳出遊 者。甲子日東遊。己巳日還位 壬子日北遊。丁巳日還位」 。
　　
（







































































































































































































13、章学誠の「周書昌別伝」は、 『章 誠遺書』第一八 文集三に載る。
注
14、注
5所引の『清史稿』の周永年伝に「永年在書館
好深
沉
之思、四部兵・農・天算・術数諸家、鉤稽精義、
褒譏悉当、為同館所推重」とある。
注
15、周氏が人を雇って四庫全書館の を借り 抄写させていたことは
9所引の周先生伝に「借館上書、
属予為四部考。傭書工人十人、日鈔数十紙。盛夏焼
四一
灯校治。会禁借官書、遂罷」とある。これは、彼が四庫全書館に入って以後のことであるが、籍書園を創設して以来、書工の人を雇って貴重本を抄録させていた可能性はおおいにある。
